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わたしが いつでも 通される 横 六 畳の 座敷に は、 そこ 

に 少しく 不釣合い だと 思われる ような 大きい 立派な 額 

がか けられて、 額に は 草書で 『報恩 額』 と 筆太に しる 

かのえい ぬ らくかん 

してあった。 嘉永庚 戌、 七月、 山村 菱秋 書と いう 落款 

で、 半 七 先生に 贈る と 書いて あるの も 何だかお かしい 

ように も 思われた。 この 額の いわれ を 一度き いて 見よ 

うと 思いながら、 いつも ほかの 話に まぎれて 忘れて い 

たが、 ある 時 ふと 気がついて それ を 言い出す と、 老人 

きせる 

は 持って いる 煙管で その 額 を 指しながら 大きく 笑った。 



「はは、 これです か。 はは はは は。 どうです、 半 七 先 

生が 面白い じゃありません か。 これで も 先生です ぜ。 

この 額 を かいて くれたの は、 神 田の 手習い 師匠の 山村 

りよ ラ しゅう 

小左衛 門と いう 人で、 菱秋 というの は 其の 人の 号で 

すよ」 

「それにしても、 報恩 額と いうの はどうい う 訳です。 

なに かのお 礼に でも 書いて くれたんで すか」 と、 わた 

さ 

ソま Irt ヽ ヒ。 
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「そうです よ。 まあ、 お礼の 心で 書いて くれたん です _ 

それに はこうい う 因縁が あるので …… 。 又い つもの 手 

柄 話 をして 聴かせます かね」 



嘉永 三年 七月 六日の 宵 は、 二つの 星の ために あした 
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を 祝福す るよう に、 あざやかに 晴れ渡つ ていた。 七夕 

まつり は その 前日から 準備 をして おくのが 習いで ある 

ので、 糸 いろいろの 竹の 花と むかしの 俳人に 詠まれた 

笹竹 は、 きょうから 家々 の 上に たかく 立てられて、 

一 .1 しき いろかみ た ん ざく 

五色に いろどられた 色紙 や 短 尺が 夜風に ゆるくな がれ 

ている の は、 いつもの 七夕の 夜と 変らなかった が、 今 

年 は 残暑が 強いので、 それ は 姿ば かりの 秋であった。 

とても 早く は 寝られな いので、 どこの 店 さき も 何処の 

縁台 も 涼みな がらの 話し声で 賑わって いた。 半 七 も 



ばた 様の 短 尺なん ぞち つ とぐらい 出来が 悪い からと 

いって、 そんなに 叱る 事 はない じゃありません か。 ま 

して 男と 違って 女の子です もの、 むやみな 叱 言 を 云え 

ば 何事が 出来す るか わからない。 一体、 あの 雷 師匠 

が 判らず やなんで すから ね、 ただむ やみに 呶鳴リ 散ら 

せば いい かと 思って …… 。 あんな ことで 子供た ち を 仕 

立てて \t 力 れる もんです かよ」 

ののし 

彼女 は 口 をき わめて 雷 師匠 を 罵った。 まえに も 云 

う 通り、 小 左 衛門は 手堅い 人物で あるので、 ふだん か 

ら 自分の 手習い 子が 遊芸の 稽古 所な どへ 通う の を あま 

リ擇 ばない ふうであった。 それが 自然と ぉ条の 耳に 



「そんな こと は 今更 云った つて 始まらね え。 まあ、 落 

ち 着いて 考えさせて くれ。 甲 州 屋の娘 もま だ 十二 や 十 

三 じゃあ、 色気の 方 は 大丈夫だろう」 

「そり や あ 大丈夫。 そんな ことの 無 いのは あたしが 受 

け 合います」 

「内輪に なにも 面倒 は あるめえ な」 

「そんな こと はな い 害です」 

お直に は 藤太郎 という 兄が ある。 両親 も 揃ってい る _ 

店の 若い 衆が 二人と 小僧が 三人、 ほかに はお 広と いう 

ばあや 

老婢 と、 おすみと いう 若い 下女が いる。 店が かり は 派 

手で ない が、 手堅い 商売 をして 内証 も 裕 であるら しい _ 



二 

甲 州屋へ 行って、 お直の 親た ちに も 逢った が、 ぉ条 

が 持って きた 報告 以外の 新ら しい 事実 を、 半 七 はなん 

にも 探り出す ことが 出来なかった。 どの 人の 意見 もお 

こごと 

条と 同様で、 短 尺の 不出来と 師匠の 叱 言と が 気の 小さ 

い 娘 を どこへ か 追い やった ので あると いう ことに 一 致 

していた。 半 七 も 先ずそう 考える より ほかはなかった _ 

越ケ 谷の 方に 甲 州屋の 親類が あって、 お直 は 母に つ 

れられ て 一 度 行った ことがあ るので、 よも やと は 思う 



ものの、 兄の 藤 太郎が 店の 者 を つれて、 あしたの 早朝 

に越ケ 谷へ 訪ねて ゆく ことにな つてい る。 甲 州屋に 

いちる 

取って は、 それが おぼつかない 一縷の 望みであった。 

娘が 家出の こと は 無論、 町役人に も 届けて 置いた。 

両国 や 永代の 川筋へ も 人 を やって、 その 注意 を 橋番に 

ほどこ 

もた のんで 置いた。 甲州屋 として は、 もう ほかに 施 

すべき 手 だても ない ので、 半 七 は 今更なん の 助 言 を あ 

あした 

たえよう もなかった。 しかし 明日に なったならば、 子 

分の 者 どもに 云いつ けて、 せいぜい 心 あたり を 探させ 

てみ る こと を 約束して、 半 七 はもう 四ッ (午後 十 時) 

頃、 甲 州屋を 出る と、 まだ 半 町 も 行き過ぎな いうちに、 



お 広 はお 直の 乳母と して 雇われた もので あつたが、 

ちょう ねん 

その 儘 そこに 長年して、 お直が 生長の 後まで もば あ 

やと 呼ばれて 奉公して いるので あった。 年 はもう 四十 

ぐらいの 大柄な 女で、 ふだんから 正直で よく 働く と 云 

われて いた。 

「そこで、 どんな 話です え」 と、 半 七 は 小声で きいた _ 

「申しても よろし ゆう ございま しょうか」 

「なんでも いいから 聴かせて もらおう じゃあね え か」 

「では、 これ はた だ 内々 で 申し上げ るので ございます 

力 」 

まえ 置き をして、 お 広が そっと 話し 出す の を 聴く と 



「それで、 そのお 力と いう 娘 は どんな 子 だえ」 

「やっぱり 阿 母さん や 姉さんに そっくりで、 なかなか 

お転婆の、 強い 子なん です よ。 からだ も 大きく つて、 

な あ ちゃんと 同い年です けれど 一 一 つぐら いも 年上に み 

えま 19」 

「そうか。 それじゃ あ ともかくも その 倉 田屋へ 行って 

うち 

みょう。 もう 寝た かも 知れね えが、 まあ 其の 家 だけで 

も 教えても らおう」 

お 広に 案内 させて、 半 七 は 引つ 返した。 その 瀬戸物 

屋は甲 州屋の 隣り 町角から 四 軒 目で、 間口 は 三 間 か 三 

間 半ぐ らい も あるら しく、 その. e がまえ は 悪そう もな 



衛門は 一 種の 疑惑と 不安 を 感じて、 どうしても その 手 

きょう 

紙 をみ せなければ、 今日は いつまでも 止めて 置く ぞと 

嚇 しっける と、 お直 はわつ と 声 をた てて 泣き出した。 

その 声が 奥まで きこえて、 御新造のお 貞も 出て 来た。 

ふだんから 師匠の あまり 厳しい の を 苦にして いるお 貞 

は、 とにかく 仲裁して 何事 もな しに 済ませた が、 清書 

の 不出来で 叱られた 上に、 更に 又 こんな 事件が 出来，. 

して、 お直 は いつまでも 泣き やまない の を、 お 貞は 賺 

し 宥めて、 お 力と 共に 帰して やった ので ある。 甲州屋 

へ 行って、 お 力 はなん と 告げた か 知らないが、 事実 は 

まったく 此の 通りで、 お直が 強情に 隠して いた その 文 



がなん であるか は 判らない。 甲州屋 では この 事情 を 知 

ら ないで、 なに か 自分が 無理な 叱 言で も 云った ように 

誤解して いられて は 甚だ 迷惑で あるから、 実は これ か 

ら甲 州屋へ 出向いて、 お直の 親た ちに も その 訳 を 話し 

て 聞かせようと 思って いると、 小 左 衛門は 云った。 

「いや、 判りました。 わたくし は 今まで 大きに 勘ち が 

まま I 尺 

い をして 居りました」 と、 半 七 は 微笑みながら 云った。 

「就きましては、 先生。 どうか この 一件 はわた くしに 

お任せ 下さる 訳に はまい りますまい か。 きっと 埒をぁ 

けて お 目に かけます」 

「勿論 それ はこ ちらから お願い 申す ので …… 。 そうし 



いた。 ゆうべ はまん じりと もしなかった というので、 

< ぼ 

お 広 は 眼 を 窪ませて いた。 

き 

「若旦那 はもう 立ちました かえ」 と、 半 七 は 先ず 訊い 

た。 

「まだで ございます」 と、 居 あわせた 店の 者が 答えた。 

「大層お そいじゃありません か」 

「六ッ 半 (午前 七 時) 頃に は 立つ 害だった のです が、 

あけがた 

暁 方から 急に 頭痛が すると 云つ て、 まだ 一 一階に 寝て 居 

リ ます。 たぶん 寝冷え をした のだろう というので、 

今朝 ほど は 立 つ の を 止めました」 

「そうです か、 それ は あいにくで したね。 お見舞な が 



うち 

相談に 行った。 妹の たよりが 一 向 判らない ので、 家 

じゅうが ゆうべから 碌々 に 寝ないで 騒いで いると 彼 は 

\s ン」 こ。 
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「そうすると、 おまえさん は 病気の よくな り 次第に、 

越ケ 谷と かへ 行く つもりで すかえ」 と、 半 七 はまた 訊 

いた。 

「はい。 ともかくも 念 晴らしに 一度 は 行って 来たい と 

思 つ て 居ります」 

「き つ と 出かけます かえ」 

「はい」 

「およしな せえ、 くたびれ 儲け だ。 路用 をつ かう だけ 



「あたまの 痛て えの は ほかに 訳が あるだろう。 倉田屋 

の 姉 娘 を 呼んで 来て 看病して 貰つ ちゃ あどう だね」 

藤 太郎の 顔の 色 はいよ いよ 蒼くな つ た。 

「おまえさん は 妹 を 使に して、 倉 田屋の 娘と 文の やり 

とり をして いるだろう」 と、 半 七 は 畳み かけて 云った _ 

「倉 田 屋の娘 も やっぱり 自分の 妹 を 使に して いる。 

どっちの 妹 も 稽古 朋輩 だから、 それ はまこと に 都合が 

い いわけ だ。 ここの 妹が きのう 雷 師匠に 嚇 かされた の 

は、 清書が 不出来の せいじゃ あねえ。 稽古場で 手紙 を 

落とした からだ。 男の か 女の か 知らね えが、 それ を 向 

うへ 渡そうと する のか、 それとも 向う から 受け取った 



半 七 は 甲 州屋を 出て、 池の 端へ 行った。 近所で 女 髪 

結のお 豊の家 をき くと、 すぐに 知れて、 それ は 狭い 露 

路を はいって 二 軒 目の 小さい 二階家であった。 

格子に ならんだ 台所で、 三十 三 四の 女が 今夜の たな 

そうめん 

ばた に 供える らしい 素麵を 冷やして いた。 半 七 は 近 

あるじ 

よって 声をかけ ると、 かれは 主婦のお 豊 であった。 こ 

こに 誰か 倉 田 屋の人 は 来て いない かと 訊く と、 ぉ豊は 

不安ら しい 眼 をして じろ じろ 眺めながら、 誰も 来て い 

ない と 冷やかに 答えた。 

「それで は、 甲州屋 さんから 誰かまい つて 居ります ま 

ヽ > I 

レカ」 
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